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１．はじめに 

近年、地球温暖化が世界的に注目されており、運

輸部門からの CO2 排出量削減が重要な課題になっ

ている。また、従来から検討されている環境問題と

して、NOx・SOx などによる大気汚染、騒音、振動

などが挙げられる。NOx・SOx などの有害物質も自

動車からの排出が多く、その対策が重要な課題であ

る。自動車メーカーでは低排出ガス車などの技術開

発を積極的に行っているが、道路管理者・交通管理

者側では、環境影響を考慮した道路計画・交通運用

計画を立案する必要がある。 

本研究では、環境影響を考慮した道路計画・交通

運用計画を立案するための交通量配分モデルについ

て検討する。 
 

２．車種別交通量配分モデル 

ここでは、車種別交通量配分の必要性について述

べる。例えば、ディーゼルエンジンの大型貨物車の

NOx 排出量はガソリン乗用車の 20 倍程度であり、

排出ガス中の有害物質は車両の大きさ・エンジンの

種類などによって大きく相違する。そのため、環境

影響を予測するためには車種別の交通量予測が重要

である。また、阪神高速道路湾岸線で行われている

大型車を対象とした環境ロードプライシングなどの

効果予測を行う場合は、車種ごとの経路の違いを表

現可能なモデルを用いる必要がある。このようなこ

とから、本研究では車種別交通量配分 1)を適用する。 

本研究で用いる車種別交通量配分モデルは、確率

的利用者均衡配分モデルを拡張した車種別確率的利

用者均衡配分モデルである。このモデルは、確率的

利用者均衡配分モデルがリンク交通量の他に経路交

通量に関しても解の唯一性をもつことを応用したも

のである。1 つのセントロイドを乗用車用・大型貨

物車用などに分けることで、車種ごとのリンク交通

量（リンク交通量の車種内訳）を唯一に求めること

が可能である。 

車種別確率的利用者均衡配分モデルの計算手順を

図１に示す。車種ごとに走行速度の相違は少ないと

考えられることから、リンク所要時間は全車種共通

の値を計算している。一方、高速道路料金は車種ご

とに異なる。このため、車種別の高速道路料金を車

種別の時間価値を用いて所要時間に加え、車種ごと

に経路探索を行う。 

リンクパフォーマンス関数により全車種
共通のリンク所要時間を求める

車種ごとにリンク所要時間に車種別高
速道路料金を加え、経路探索を行ない、
車種別OD交通量を付加する

目的関数が最小になるようにステップ
サイズを求め、車種別リンク交通量を
更新する

 

図１  車種別確率的利用者均衡配分の計算手順 
 

本研究では、大阪府・兵庫県の道路ネットワーク

を用いて日交通量の配分計算を行う。リンク数は

6,017である。このネットワークには、名神高速道

路・阪神高速道路などの有料道路が含まれる。時間

価値原単位は、国土交通省道路局の費用便益分析マ

ニュアル2)の値を用いた。車種は、乗用車・小型貨

物車・大型貨物車・バスの4車種で配分計算を行っ

た。但し、環境負荷の推計は乗用車・小型貨物車を

合わせて小型車類、大型貨物車・バスを合わせて大

型車類に分類した。 
 

３．CO2・NOx排出量の推計 

CO2・NOx排出量は、エンジンの種類・大きさ、積

載重量、車両の速度・加速度、道路の勾配など様々

な要因によって変化する。交通量配分では、交通均

衡概念に基づき平均的な交通流動が算定される。交

通量配分では均衡時の各リンクの上り・下り別の所

要時間が算定されるため、これを用いて各リンク各
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方向の平均速度を計算して考慮する。 

CO2 排出係数は、大城ら 3)によって求められた

10km/h 刻みの区間平均走行速度別の 2 車種分類(小

型車類・大型車類)による平成 12 年の CO2排出係数

を補完して用いた。NOx 排出係数については、並河

ら 4)によって求められた 2 車種分類(小型車類・大

型車類)による平均走行速度を説明変数とした近似

式を用いた。 

単車種で交通量配分を行った場合は、全OD交通量

の車種構成比（今回の場合は、小型車類90.1%、大

型車類9.9%）を基に、リンク交通量を按分して車種

別リンク交通量を計算した。 

 リンクごとのCO2排出量を比較する。散布図を図２

に示す。排出量が60t-CO2より大きなリンクでは、

車種別交通量配分の方が大きな推計値になる傾向が

ある。これらのリンクは、大型車類の構成比が平均

的な値である9.9%よりも高いため相違が発生したと

考えられる。 

次に、NOx 排出量について図３に示す散布図を用

いて相違の検討を行う。CO2 排出量と比べて相違が

大きい。車種別交通量配分での推計値が単車種交通

量配分の推計値と比べて大きな場合、小さな場合の

両方が観測される。相違の原因として、大型車で多

いディーゼル車と小型車で多いガソリン車でNOxの

排出特性が大きく相違することが考えられる。従っ

て、リンク単位のNOx排出量を求める場合は、単車

種で配分した交通量を単に按分して車種別交通量を

求めるのではなく、車種別配分モデルを用いて計算

する必要がある。 
 

４．おわりに 

本研究では、交通量配分モデルを用いて環境影響

を出来るだけ正確かつ簡便に予測することを目指し

て、車種別交通量配分モデルと単車種の交通量配分

モデルでNOx排出量・CO2排出量の推計値の相違を検

討した。大阪府・兵庫県の道路ネットワークを用い

て計算を行った結果、対象地域全体のCO2・NOx排出

量は車種別の方が1～2割程度多く計算された。また、

リンクごとに相違を検討した結果、特にNOx排出量

で大きな相違があり、リンク単位の排出量を求める

場合は、車種別交通量配分モデルを用いる必要があ

ることが分かった。 
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図２ 交通量配分手法によるCO2排出量の相違 
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図３交通量配分手法によるNOx排出量の相違 
 

本研究で用いた車種別確率的利用者均衡配分は、 

単車種の確率的利用者均衡配分を拡張したものであ

り、計算時間もおよそ車種数倍で済むという特徴を

もっている。NOx・CO2のような環境影響を予測する

場合は、少なくともこのような車種別配分を行う必

要がある。 
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